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　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、

企業収益や企業の業況感に引き続き緩やかな改善が

みられるものの、所得や雇用情勢は依然として厳し

い状態で推移いたしました。

　当第2四半期連結累計期間の業績は、販売面に

おきましては、製品売上数量が汎用製品及び軽量

化製品の拡販、新製品の上市等により前年同期比

107.3%となり、消費が冷え込む中でも大きく続伸

いたしました。製品売上高は、前期の第1四半期連

結累計期間に実施した製品の値下げの影響があった

ものの、前年同期比105.0%の増加となりました。

流をはじめとした当社グループ全体でのコスト改善も

加わり、これら利益改善は総額32億円となり、前年

同期に比べ11億円の原材料コスト増加、当第2四半

期連結累計期間までではありますが、前期に実施し

た製品値下げによる利益への影響額9億円、その他

経費の増加等あったものの経常利益は68億29百万

円、前年同期に比べ8億19百万円の増益（前年同期

比113.6%）、四半期純利益は40億3百万円、前年

同期に比べ5億23百万円の増益（前年同期比

115.0%）となり、第2四半期連結累計期間としては

過去最高益となりました。

　なお、当社グループの販売品目別の売上高概況は

次のとおりであります。

　今後の見通しにつきましては、原材料価格動向に

加えて、景気は足踏み状態が続き、依然として先行

き不透明な状況が予想されます。平成23年3月期の

連結業績につきましては、平成22年8月9日に修正

公表いたしました業績予想に変更はありません。

　なお、平成22年10月1日には関東を中心に事業展

開する包装資材問屋インターパック㈱、12月1日に

は鶏卵パックをはじめとした農産品向け容器を製造販

売するダイヤフーズ㈱が連結子会社となる予定です。

また、平成22年11月には中部リサイクル工場のリ

ニューアルと全国9ヶ所への選別工場の展開が終了し、

新しいリサイクルネットワークが稼動を始めます。さら

に同月には、中部リサイクル工場内においてPETの

メカニカルリサイクルプラントが稼動いたします。

  株主の皆様には、何卒、一層のご指導ご鞭撻を賜

りますようお願い申し上げます。

平成22年11月

　一方、商品売上高は、平成22年4月1日より消耗

品・包装資材の調達に強みをもつユカ商事㈱より事

業を譲受け、商品取扱量の拡大に努め、前年同期比

105.0%となりました。

　この結果、売上高は661億51百万円、前年同期

に比べ31億49百万円の増収（前年同期比105.0%）

となり、第2四半期連結累計期間としては過去最高

の売上高となりました。

　利益面におきましては、製品売上数量の増加及び

新製品の採用が好調なこと、製品の軽量化、素材切

替、製品アイテム数の絞込み、さらには生産及び物

代表取締役社長（COO）代表取締役会長（CEO）

分 類 主 要 品 目 売上高（百万円）構成比（%）前期比（%）

製 品

トレ ー 容 器 13,389 20.2 98.6

弁 当 容 器 36,358 55.0 105.3

その他製品 1,630 2.5 201.0

小 計 51,378 77.7 105.0

商 品

包 装 資 材 10,357 15.6 117.7

その他商品 4,416 6.7 83.8

小 計 14,773 22.3 105.0

合 計 66,151 100.0 105.0

株主の皆様へ

株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のことと

お喜び申し上げます。

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

ここに、当社第49期上半期の営業の概況につきまして

ご報告申し上げます。

　営業の概況
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本報告書は四半期決算短信の数値、文章
を基に作成しております。その後に公表さ
れる可能性がある訂正情報や業績予想の修
正情報や決算の詳細につきましては金融庁
EDINETや当社ホームページの掲載資料に
てご確認ください。

資 産 の 部
科 目 金　額

流 動 資 産 62,493
現 金 及 び 預 金 14,718
受 取 手 形 及び売 掛 金 30,849
リース債権及びリース投資資産 33
販 売 用 不 動 産 12
商 品 及 び 製 品 11,348
仕 掛 品 69
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 1,263
短 期 貸 付 金 95
未 収 入 金 2,286
繰 延 税 金 資 産 1,294
そ の 他 586
貸 倒 引 当 金 △67

固 定 資 産 85,717
有 形 固 定 資 産 78,535
建 物 及 び 構 築 物 31,879
機 械 装 置 及び運 搬 具 6,374
土 地 24,808
リ ー ス 資 産 10,424
建 設 仮 勘 定 966
そ の 他 4,080
無 形 固 定 資 産 1,856
の れ ん 855
そ の 他 1,001
投 資 そ の 他 の 資 産 5,325
投 資 有 価 証 券 2,944
長 期 貸 付 金 361
繰 延 税 金 資 産 953
そ の 他 1,131
貸 倒 引 当 金 △65

資 産 合 計 148,210

科 目 金　額
売 上 高 66,151
売 上 原 価 45,935
売 上 総 利 益 20,216

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 13,595
営 業 利 益 6,621

営 業 外 収 益 538
営 業 外 費 用 330
経 常 利 益 6,829

特 別 利 益 125
特 別 損 失 208
税金等調整前四半期純利益 6,746
法人税、住民税及び事業税 2,337
法 人 税 等 調 整 額 404
少 数 株 主 利 益 1
四 半 期 純 利 益 4,003

科 目 金　額

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 5,793

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △4,516

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 2,343

現 金 及 び 現 金 同 等 物 に 係 る 換 算 差 額 △4

現金及び現金同等物の増減額（△減少額） 3,615

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 11,102

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 四 半 期 末 残 高 14,718

負 債 の 部
科 目 金　額

流 動 負 債 56,352
買 掛 金 16,750
短 期 借 入 金 17,334
コマーシャル・ペーパー 10,000
リ ー ス 債 務 2,732
未 払 金 3,603
未 払 法 人 税 等 2,426
未 払 消 費 税 等 185
賞 与 引 当 金 1,476
役 員 賞 与 引 当 金 47
そ の 他 1,795

固 定 負 債 29,539
長 期 借 入 金 18,562
リ ー ス 債 務 8,208
退 職 給 付 引 当 金 1,613
役員退職慰労引当金 1,005
そ の 他 149

負 債 合 計 85,892
純 資 産 の 部

株 主 資 本 61,985
資 本 金 13,150
資 本 剰 余 金 15,497
利 益 剰 余 金 37,344
自 己 株 式 △4,006

評 価・換 算 差 額 等 308
その他有価証券評価差額金 308

少 数 株 主 持 分 24
純 資 産 合 計 62,318
負 債 純 資 産 合 計 148,210

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 （注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

　 四半期連結貸借対照表
（平成22年9月30日現在）

　 四半期連結損益計算書（累計）
（平成22年4月1日から平成22年9月30日まで）

　 四半期連結キャッシュ・フロー計算書（累計）
（平成22年4月1日から平成22年9月30日まで）

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

ホームページURL
http://www.fpco.jp/

トップページ

IR情報

当社はホームページにおいても最新の
トピックスをはじめ、業務報告や会社情
報などさまざまな情報をご案内してお
ります。

ホームページのご紹介

四半期連結財務諸表



新製品案内
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所有者別 地域別

金融機関
29.70％

その他の法人
35.95％

個人・その他
22.16％

外国法人等
11.94％

金融商品取引業者
0.25％

関東地方
58.01％

外国
11.93％

近畿地方
5.40％

北海道
0.03％

東北地方
0.07％

中部地方
0.64％

九州地方
2.33％

四国地方
0.79％

中国地方
20.80％

株主名
当社への出資状況

持株数（千株）持株比率（%）

株 式 会 社 小 松 安 弘 興 産 6,041 28.93
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,076 5.15
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,064 5.10
積水化成品工業株式会社 716 3.43
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（退職給付信託積水化成品工業口） 450 2.15

エ フ ピ コ 共 栄 会 448 2.15
株式会社西日本シティ銀行 440 2.11
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（りそな銀
行再信託分・株式会社もみじ銀行退職給付信託口） 381 1.83

小 松 安 弘 374 1.79
小 松 啓 子 369 1.77

　 大株主の状況（上位10名）

　 株式分布状況

（注） 1．持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
 2．持株比率は、自己株式数（1,258,590株）を控除して計算しております。

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

60,000,000株
22,142,106株

3,443名

　 株式の状況（平成22年9月30日現在）

株式の状況Topics

福山配送センターの隣地に、「エフピコ　アイ・ロジック
福山ピッキングセンター」が5月に完成し、6月18日に
竣工式を執り行いました。
建物は、鉄骨2階建・延床面
積は26,000m2で、中国・四
国と近畿地方の一部をカバー
し、問屋及びスーパーなどの
小売店から注文を受け、自社容器のほかレジ袋やラップ
及び割り箸などを他社から仕入れてセットし、トラックで
配送します。
同センターは、今まで分散していた施設を集約すること
により、製品保管や出荷業務の効率改善を図り、設備
面では、昇降機と搬送コンベアを配備し、在庫エリア・
作業エリア・入出荷エリアを機動的に区分しています。
これらの作業環境の整備は、ピッキング精度や生産性の

向上に繋がります。
また、屋上には緑化システム
を採用し、断熱効果による省
エネ設備となっています。

機能性・安全性・環境に配慮した
「エフピコ アイ・ロジック
  福山ピッキングセンター」完成

福山ピッキングセンター全景

福山ピッキングセンター竣工式

葉っぱをイメージした親しみやすい形状
　葉皿焼は、耐寒・耐熱に優れたマルチFP製のMFPシリーズの容器で、お
好み焼専用としてラインアップしました。
　お好み焼に最適なサイズと形状になっていますが、焼きそば等にもご利用
いただけます。
　積み重ね強度も抜群で、大量陳列も可能で斜め陳列をしても見映えが良く、
売り場にリズム感を演出して、リニューアル効果があります。柄は「あすか青」
「フチ波赤柾」「黒」「和さび緑」をご用意。中でも新柄の「和さび緑」は、
日本の幽玄な「わび・さび」の世界を、陶器調の優しいイメージで表現しま
した。

MFP-葉皿焼

耐寒・耐熱に優れたマルチFP製容器
　加熱から冷凍まで幅広く対応できる弁当容器です。足部に高低差をつける
ことで、奥面に向かって高くなるよう傾斜底になっています。その為に陳列し
た際食品が見やすく、ボリューム感が出せます。また、積み重ねた際にも、
積み重ねることで傾斜角度が高まり、より食品が見やすくなります。
　柄は弁当容器にふさわしい七柄をラインアップ。シンプルな木目柄から洋
風なものまで幅広く対応しています。
　本体と仕切り形状及び高さが全く同じで、一回りサイズの小さいタイプも
ご用意しています。

MFP-磯舟膳

A-PET製のミンチ肉専用容器
　A-PET製容器には、通常強度を高めるのに必要な細いリブがありますが、
このリブをピラミッド状の太いリブにしていますので、ミンチ肉のリブへの詰
まりを解消します。
　形状もラップ適性の良いシンプルでコンパクトな容器です。サイズも六種
類ご用意しました。
　また、充填機にも対応しており、容器底面中央に大きく吸着パッドスペース
が有るので、充填の際の自由度が非常に高く、作業性のアップに貢献します。

APミンチ



http: / /www.fpco. jp/

〒721-8607   広島県福山市曙町一丁目12番15号
TEL 084-953-1145（代表）

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日

期末配当金受領株主
確 定 日 3月31日

中間配当金受領株主
確 定 日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月　

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL 0120-094-777（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 株式会社東京証券取引所
株式会社大阪証券取引所

公 告 の 方 法 電子公告により行う。
公告掲載URL　http://www.fpco.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、
その他やむを得ない事由が生じたときは、日本
経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）

1． 株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口
座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三
菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ
信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関
（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国本
支店でもお取次ぎいたします。

3． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行全国本支店でお支払い
いたします。

株主メモ会社の概況 （平成22年9月30日現在）

代表取締役会長 小 松 安 弘
代表取締役社長 佐 藤 守 正
代表取締役専務 下 田 正 輝
専 務 取 締 役 笹 　 部 　 太 一 郎
常 務 取 締 役 池 上 　 功
常 務 取 締 役 金 子 　 誠
常 務 取 締 役 高 西 智 樹
取 締 役 瀧 崎 俊 男
取 締 役 土 利 川 　 泰 　 彦
取 締 役 安 田 和 之
取 締 役 高 橋 正 伸
取 締 役 永 井 信 幸
取 締 役 岡 　 恒 治
取 締 役 江 崎 義 隆
取 締 役 高 橋 　 稔
取 締 役 米 澤 正 好
取 締 役 佐 藤 　 修
取 締 役 末 　 吉 　 竹 二 郎
常 勤 監 査 役 唐 井 正 純
常 勤 監 査 役 小 林 敏 朗
常 勤 監 査 役 坂 田 幹 彦
常 勤 監 査 役 中 居 敏 郎

取締役及び監査役（平成22年9月30日現在）

社 名 株式会社エフピコ
FP CORPORATION

本 社 所 在 地 広島県福山市曙町一丁目12番15号
TEL 084-953-1145（代表）

設 立 年 月 日 昭和37年7月24日
資 本 金 13,150,625,630円
企 業 集 団 の
主要な事業内容

当社グループは、簡易食品容器関連事
業及び商事関連事業を営んでおります。

グループの概況
・当社連結子会社のエフピコ商事株式会社は、ユ
カ商事株式会社（大阪府）のトレー関連商品販
売事業を譲受けました（平成22年4月1日付）。
・当社連結子会社のエフピコ商事株式会社は、ト
レー防水フィルム製造の株式会社アルライト（岡
山県）を子会社化しました（平成22年6月1日付）。
・当社は、食品包装資材卸のインターパック株式
会社（千葉県）を子会社化しました（平成22年
10月1日付）。


